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1931 年 9 月柳条湖事変の勃発から 1945 年 8 月までの 15 年戦争，とりわけ 1937 年 7
月の盧溝橋事件をきっかけにした日中戦争では大学の社会学部，学会活動，研究活動




















している。「1937 年から 1945 年の抗日戦争は，中国社会および中国社会学のいずれに対しても，
極めて厳しい試練であった。高等教育においては，戦前大部分の大学はいくつかの大都市に集
中していた。戦争勃発以後，これらの都市およびそのなかに位置する大学は，日本軍の爆撃あ











から，また 1938 年 2 月に昆明への移転を決定した。この移転は二つの団に分かれた。一団は
244 名の教授と学生からなる湖南省，貴州省，雲南省行程団で，長沙から湖南省西部を経て貴
州省を抜け，いくつもの山を越え，早朝出発して夜宿に着き，行程 3500 里余り，68 日を費やし，
昆明に着いた。陳達も歩行の隊列にいた。別の一団約 800 人は，長沙から列車に乗り，広漢，
広九鉄道を経て，香港に着き，さらに船に乗り，海防に着き，海防から列車に乗り，滇越鉄道
を経て，昆明に着いた。全行程は約 10 日であった。1938 年 4 月，臨時大学は国立西南連合大
学と改名した」（3）と。
『社会学訊』創刊号（1946 年 5 月 20 日）の編集後記には「抗戦中，同人は各地に分散し，

























4） 柯象峯，1947，「我対今後中国社会学社之希望」，『中国社会学訊』，第 3 期，中国社会学社
……（学術団体としての活動の記述に限定されているため）、
























































































































































































































ここではかれが 1948 年までに著したものをかれの没後 33 年に編まれた著作集から次にあげて
おきたい（12）。
第一巻『社会学原理』（上）（1944 年増訂版），第二巻『社会学原理』（下）（同上），附巻『社




化論』（1927 年），第十巻『社会思想』（1945 年），第十一巻『近代社会学発展史』（1947 年），
第十二巻『当代中国社会学』（1948 年），第十三巻『社会学綱要』（1928 年），第十四巻『人口





































































































うえの論攷の共同執筆者朱約庵，呉百思，毛起鷄，陳定 の 4 名はいずれも，『中国大百科
全書（社会学）』（1991，中国大百科全書出版社）には記載がない（龍冠海，孫本文の二人は記




「児童福利與犯罪預金防」（『社会建設』（復刊），第 1 巻，第 3 期，1948 年 7 月，社会建設月刊社，
pp.11-15）。
呉百思（勤務校：中央大学　アメリカ留学経験，孫本文，同上，p.320）。
「都市特性比較研究法」（『社会建設』（復刊），第 1 巻，第 2 期，1948 年 6 月，社会建設月刊社，
pp.11-13）。
毛起鷄（勤務校：中央大学　留学経験なし，孫本文，同上，p.319）。
「編製工資指数之理論上與実際上的問題」（『社会学刊』，第 1 巻，第 3 期，1930 年 5 月，東南
社会学会，pp.1-17）。
「上海之労工－根拠上海特別市社会局労工統計材料而作－」（『社会学刊』，第 1 巻，第 4 期，
1930 年 9 月，東南社会学会，pp.1-52）。
「1929 年上海工厰工人実際収入額統計」（『社会学刊』，第 2 巻，第 1 期，1930 年 10 月，中国社
会学社，pp.1-20）。
「業務分類之原理及其方法」（『社会学刊』，第 2 巻，第 3 期，193 ＊年＊月，中国社会学社，
pp.1-33）。（＊は原資料に奥付が欠落していることを示す。以下同じ）
「近四年上海労資争議案件彙編」（『社会学刊』，第 3 巻，第 1 期，193 ＊年＊月，中国社会学社，
pp.1-65）。
「編製労工統計之国際的準則」（『社会学刊』，第 3 巻，第 4 期，1933 年 4 月，中国社会学社，
pp.1-34）。
書評「楊西孟的上海工人生活程度的一個研究」（『社会学刊』，第 4 巻，第 2 期，193 ＊年＊月，
中国社会学社，pp.3-6）。
「一個亟待培養的観念－社会福利」（早急に進展を要する観念－社会福利）（『社会建設』，第 1 巻，
第 1 期，1944 年 7 月，社会建設月刊社，pp.1-3）。
佛教大学社会学部論集　第 67 号（2018 年 9 月）
― 91 ―
「統計法個案法及歴史法之理論的批評」（『社会学刊』，第 5 巻，第 1 期，1936 年 1 月，中国社
会学社，pp.117‐123）。
陳定 （勤務校：中央大学　留学経験なし，孫本文，同上，p.323）。
「荀子的社会思想」（社会学刊，第 5 巻，第 3 期，1937 年 4 月，中国社会学社，pp.56-71）。
「社会学史上的社会学方法」（『社会建設』，第 1 巻，第 3 期，1945 年 6 月，社会建設月刊社，
pp.21-26）。
『中国社会学訊』（第一期・創刊号）


















孫本文・毛起鷄編集，1944 年 7 月，社会建設月刊社。
この雑誌は，中国社会学社と国民政府社会部による共同編集で，
社会部から費用がだされた（14）。













































学），第 61 号，pp.1-18。孫本文著・星明訳，1949（訳，2016），Sociology in China, Social Forces,
vol.27,no.3, pp.247-251，「中国の社会学」，『社会学部論集』（佛教大学），第 62 号，pp.141-156。星明，
2004，「新中国成立前後の中国社会学者の状況－孫本文を中心に－」，『社会学部論集』（佛教大学），
第 38 号，pp.115-124。
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